
■農業委員会の委員（令和８年９月１日～９月３０日受付分）

【個人による推薦】 ※公表内容は提出書類による

耕作面積

 (a)

1 木村　賢一 男 79 農業
S39.3.1～
H24.5～30.5、R3.5～
H15.5～

農業従事
大和市農業委員会委員
大和市議会議員

露地野菜
果樹

80 無
関水　正幸
中村　博
大沼　茂樹

男
男
男

８７
８０
６８

農業
農業
農業

2 眞壁　浩二 男 66
会社
役員

H6.11.1～
H25.4.1～H31.3.31
H30.5.22～
R6.5.22～

農業従事
農業生産嘱託員
大和市農業委員
大和市農業委員会会長

水稲
露地野菜
果樹

81 無
柏木　明
渡辺　カク
荻窪　登

男
女
男

７９
７９
５９

農業
農業
農業

3 小林　美恵 女 52 農業 R2.2～ 農業従事
水稲
露地野菜 60 無

荻窪　庸
荻窪　登
大塚　文男

男
男
男

７９
５９
８０

農業
農業
農業

4 池田　俊一郎 男 79 無職

S62.5.4～H23.5.3
H12.5.9～H13.5.9
H19.5.9～H23.5.8
H30.5.22～

大和市議会議員
大和市議会議長
大和市農業委員会委員
大和市農業委員会委員

農業経営を
していない

― 無
中丸　慎
長谷川　賢太郎
瀬沼　輝雄

男
男
男

８４
８２
７８

農業
農業
農業

推薦者（推薦する者）
受
付
番
号

氏名 性別
年齢
（歳）

職業 推薦理由
職名・役職名等 営農類型

農業経営の状況
 認定農業者等
として認定の

有無

被推薦者（推薦を受けるもの）　　

経　　歴

氏名 性別
年齢
（歳）

職業
在職期間

農業委員の経験を有し、農業への識見を持っていることから
適任とし、農業委員として推薦します。

稲作を中心に長きにわたり農業に従事するとともに、農業生
産嘱託員として行政と農家のパイプ役を務め、農業に関する
識見も広く、地域農業の現状に精通していることから農業委
員として適任と思われる。

経営主の家族と共に水稲栽培等を行い、女性農業者として
活躍していることから、農業委員として推薦します。

被推薦者は、長きにわたる市議会議員の経験、農業委員とし
ての経験を通し、行政への理解があり、農業への識見も十分
に有していることから、農業委員として推薦します。



■農業委員会の委員（令和８年９月１日～９月３０日受付分）

【団体による推薦】 ※公表内容は提出書類による

耕作面積

 (a)

1 岩崎　敏博 男 77 農業
H27.4.1～H28.3.31
R3.5.22～R6.5.21
H24.4.1～

農業生産嘱託員
農業委員会委員
農業従事

露地野菜
芝の生産

31 無 宮久保支部 渡辺　英光

支部の農家等に
対して農業行政
等の周知連絡調
整を図り、もって
大和市の農業振
興を図る。

10 組合員

2 石井　建一 男 68 農業 H23.4～ 農業従事
水稲
果樹

57 無 上和田支部 小川　操

支部の農家等に
対して農業行政
等の周知連絡調
整を図り、もって
大和市の農業振
興を図る。

13 組合員

3 髙橋　守 男 73 農業
S57.10.14～
R6.5.22～

農業従事
農業委員

露地野菜
果樹

40 無 上草柳 ソ 支部 髙橋　美知雄
農業従事者を増
やす。 9

農業従事者と
協力してもら
える人

4 関水　好美 男 70 農業 R2.4.1～ 農業従事 露地野菜 40 無 福田第一支部 関水　一夫

本地域の方に、
農業行政等の周
知及び調整を図
り、もって地域の
農業振興を図る。

13 ＪＡ組合員

5 保田　雄一 男 49 農業
R6.5～
R1.7～

農業委員
農業従事

果樹 30 無 上福田支部 田邊　義壽

支部の農家等に
対して農業行政
等の周知連絡調
整を図り、もって
大和市の農業振
興を図る。

10 組合員

6 渡邉　みどり 女 63 農業
R8.5.28～
R6.5.22～

さがみ農業協同組合役員
大和市農業委員

露地野菜 100 無
さがみ農業協同組合大
和地区運営委員会

委員長
保田　昭一

さがみ農協大和
地区組合員組織
活動の強化及び
農政活動の積極
的な展開並びに
経営基盤の整備
と事業の推進を
図ることを目的と
している。

26

大和地区管
内の支店運
営委員長（支
店代表）及び
関係組織等
から推薦され
た代表者並
びに農協役

職員

推薦者（推薦する者）

地域活動に対しての取組が熱心。冷静に判断できて内容
にアドバイスする事が出来る。地域の信頼がある。

左記の方は、現在本委員を１期目で立派に務めて頂いて
おり、是非継続して頂きたいと考えます。

果樹栽培（梨）を通じて農業経営をしている。

渡邉氏は農協の役員を務め、大和地区農業に精通して
おり、現農業委員でもあるため、適任であると考え推薦致
します。

農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推
進に関する事項その他の農業委員会の所掌に属する事
項に関してその職務を適切に行うことが出来る。

受
付
番
号

被推薦者（推薦を受けるもの）　　

氏名 性別
年齢
（歳）

職業

経　　歴 農業経営の状況

認定農業者等とし
て認定の有無 職名・役職名等 営農類型

代々、農家経営をしている農家であり、もって農業に関す
る識見も充分に有しており、農地等の利用最適化推進に
ついても関心があり、把握されている。

名称
代表者又は

管理人の氏名
活動の

主たる目的
構成員の数

（人）
構成員の
資格・要件

推薦理由



7 沖津　茂寿 男 71 自営業
H1.4.1～
S60.4～

都市農業振興推進員
農業従事

水稲
露地野菜
果樹

50 無
一之関第二支部
一之関第一支部
島津支部

小林　敏
沖津　茂寿
大塚　文男

支部の農家等に
対して農業行政
等の周知連絡調
整を図り、もって
大和市の農業振
興を図り、また農
業技術の向上を
はかる。

61 組合員

8 遠藤　一直 男 58 農業
R3.5.22～
R5.4.1～R7.3.31
H10～

農業委員
都市農業振興推進員
農業従事

露地野菜
施設野菜

50 無
山上支部
鶴間新町支部
山王原支部

柴田　力
高橋　康雄
臼井　一郎

支部の農家等に
対して農業行政
等の周知連絡調
整を図り、もって
大和市の農業振
興を図る。

59 組合員

9 小菅　麻衣 女 40 会社員
H19.4.1～H22.3.31
R2.4.1～
R4.4.1～

㈱升喜
㈲メゾン企画（自営業）
農業従事

露地野菜 71 無 下草柳六軒支部 小菅忠司

支部の農家等に
対して農業行政
等の周知連絡調
整を図り、もって
大和市の農業振
興を図る。

10 組合員

10 長谷川　慶太郎 男 45 農業
H22.4.1～
H30.5.22～

農業従事
大和市農業委員会委員（３
期連続）

水稲
露地野菜
施設野菜
果樹
花き

350 無 坂上生産組合 土屋猛徳

支部の農家等に
対して農業行政
の周知連絡調整
を図り、もって大
和市の農業振興
を図る。

17 組合員

11 小林　武宏 男 54 農業 H18.4～ 農業従事
水稲
露地野菜
果樹

40 無
坊の窪生産班
宮下生産班

樋口　治男
二見　義光

生産組合員に対
し、行政やＪＡの
関係連絡。

24 組合員

12 木下　隆 男 60 会社員 R7.12～ 農業従事 果樹 15 無 中村地区 石井洋佑

地区の農家等に
対して農業行政
等の周知連絡調
整を図り、もって
大和市の農業振
興を図る。

5 組合員

当該の者は、稲作を中心に長く農業に従事し農業に関す
る知見も広く都市農業振興推進員としても長く活動し、地
域農家との関係も良好で農業委員として適任と思うので
推薦いたします。

小林さんは地域のリーダー的な農業を営んでおります。

農業委員を２期勤められた実績を評価している為。

各種地域活動に積極的に参加し、地域住民や農家から
の人望が厚い。意見の調整や行政と地域のパイプ役とし
て適材である。

女性農業者として活躍しているので推薦します。

被推薦者は、地域の将来の農業を担う若手であり、当該
地区の農家への定期的な活動報告を行うだけでなく、地
域住民の農業への理解を図るための活動を、生産組合
を通し積極的に行っている。



■農業委員会の委員（令和８年９月１日～９月３０日受付分）

【応募】　　※公表内容は提出書類による

耕作面積

 (a)

1 大根田　純一 男 70 無職
R2.11.2～R5.12.31
R6.7.1～R8.6.30
R6.11.1～R8.10.31（任期満了）

JRGホールディングジャパン㈱代表取締役
神奈川県消費生活審議会委員
大和市市営住宅運営審議会委員

農業経営を
していない ― 無

2 大島　潔 男 66 無職

S60.4.1～R3.3.31

（最終H30.4.1～R3.3.31）
R3.6.11～R5.6.16
R5.6.19～R7.3.31

農林水産省 行政職等
（市町村、在外大使館、独立行政法人を含む）
近畿農政局 経営・事業支援部 地方参事官
公益財団法人日本特産農産物協会専務理事
同協会調査役

農業経営を
していない ― 無

3 佐川　美智子 女 74 無職
S47～S62
H8～H26

農作業手伝い
市民農園での野菜栽培

農業経営を
していない

― 無

つきみ野在住の主婦ですが、生家は調布市で農業を営んでいます。両親の亡き
後、現在は兄と甥が３０アールの畑を継いでいます。これからの大和市の農業を
守っていくために、私は若い方たちに農業が魅力ある生業であることをアピール
したい。また子どもたちに、安心で安全な地元の野菜をたくさん食べてほしい。時
どき見かける休耕地を元の緑の畑に戻していけたなら・・・。など考えることが
多々あります。市民生活４０年。一消費者一主婦としての、立場や視点を生かし
様ざまな問題点の改善にお手伝いしたいと思い、応募させていただきます。

受
付
番
号

氏名 性別
年齢
（歳）

職業
職名・役職名等 営農類型

私は、大和市の市民農園を数年間利用し、ミニトマトやキュウリ、今年は家のプラ
ンターでアスパラガスの栽培にも取り組むなど、家庭菜園を通じて農業に親しん
できました。素人ながらも、土に向き合う経験を重ねる中で、地域農業の重要性
や農地を守る意義を強く感じるようになりました。また、亡父が農林水産省職員と
して農業行政に携わっていたいたことから、食料安全保障や農業政策への関心
を持ち続けています。都市近郊である大和市の農業は、地域の暮らしと密接に
結びついた大切な基盤であり、その発展と農地の適正利用に、生活者としての視
点を生かしながら寄与したいと考え、応募いたしました。

長年、農林水産省行政官等として広く農政に携わり得てきた農業に関する見識
等を活かし、農業委員会の所掌事項に関する職務を適切に行うことを通じて、地
元市町村に貢献することが可能と考えたため。

応募理由

経　　歴 農業経営の状況
 認定農業者等
として認定の

有無在職期間


